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「
離
島
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
は
平
成
二
四
年
六
月
に

成
立
し
、
平
成
二
五
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　

今
回
の
法
改
正
の
中
で
重
要
な
点
は
、
①
離
島
振
興
計
画
の
策
定

（
第
四
条
）
及
び
住
民
意
見
の
反
映（
第
四
条
の
六
）、
②
離
島
活
性
化
交

付
金
等（
第
七
条
の
二
〜
四
）、
③
離
島
特
別
区
域
制
度
の
整
備（
第
一
八

条
の
二
）
で
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
指
定
が
あ
っ
た
場

合
、
関
係
都
道
府
県
は
、
離
島
振
興
基
本
方
針
（
第
三
条
）
に
則
っ
て
、

離
島
振
興
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
。
計
画
の
項
目
に
つ
い
て
、

「
人
の
往
来
・
物
資
の
流
通
に
要
す
る
費
用
の
低
廉
化
」「
雇
用
機
会

の
拡
充
・
職
業
能
力
の
開
発
そ
の
他
の
就
業
の
促
進
」「
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
等
」「
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」「
離
島
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
確

保
・
育
成
」
な
ど
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
離
島
活
性
化
に
資
す
る
ソ
フ
ト
施
策
な
ど
を
総

合
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
都
道
府
県
が
「
離
島

活
性
化
交
付
金
等
事
業
計
画
」
を
策
定
で
き
、
国
が
同
計
画
に
基
づ

離
島
振
興
法
改
正
の
概
要
と

期
待
さ
れ
る
国
の
支
援
施
策

特
集
　離
島
振
興
法
へ
の
期
待

長
崎
県
の
事
例
を
参
考
に
し
て

菊
森
淳
文

離
島
経
済
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
へ
の
対
策
で
あ
る
。
移
住
定
住
事
業

も
そ
の
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
。
島
の
資
源
を
活

か
し
た
地
域
着
地
型
観
光
の
事
例
と
し
て
長
崎
県
小
値
賀
町
の
民
泊
（
体
験
交
流
）
や
古
民
家
再
生

事
業
、
ま
た
、
同
県
五
島
市
の
ツ
バ
キ
を
活
用
し
た
観
光
誘
致
、
商
品
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
か

ら
離
島
再
生
へ
の
課
題
、
可
能
性
を
探
る
。

離
島
の
再
生
と
活
性
化
へ
の
期
待
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く
事
業
に
対
し
、
交
付
金
・
補
助
金
の
交
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

同
交
付
金
は
、
二
五
年
度
に
八
億
円
（
国
土
交
通
省
分
）
が
概
算
要
求

さ
れ
て
い
る
。

　

対
象
は
、「
定
住
促
進
事
業
」（
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
の
た
め
の
情
報

提
供
、
空
き
家
改
修
な
ど
の
人
材
受
け
入
れ
の
た
め
の
施
設
整
備
な
ど
）、「
交
流

促
進
事
業
」（
島
の
文
化
、
伝
統
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
た
交
流
の
促
進

な
ど
）、「
安
全
安
心
向
上
事
業
」（
離
島
の
孤
立
防
止
や
孤
立
時
の
た
め
の
支

援
、
離
島
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
の
た
め
の
調
査
・
計
画
策
定
な
ど
）
を
主
と
す
る
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
申
し
出
に
よ
り
「
区
域
を
限

っ
て
規
制
の
特
例
措
置
そ
の
他
の
特
別
措
置
を
適
用
す
る
」
と
あ
る

が
、
具
体
的
な
制
度
設
計
や
予
算
化
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

　

離
島
経
済
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
へ
の

対
策
で
あ
る
。
離
島
地
域
の
人
口
は
、
昭
和
四
五
年
ご
ろ
ま
で
は
転

出
者
（
社
会
減
）、
そ
の
後
は
出
生
数
減
（
自
然
減
）
を
主
因
と
し
て
、

昭
和
三
〇
年
（
離
島
振
興
法
制
定
直
後
）
に
は
約
九
六
万
人
で
あ
っ
た
が
、

平
成
二
二
年
に
は
約
三
九
万
人
へ
と
激
減
し
て
い
る
。
離
島
振
興
の

た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
取
り
組
む
べ
き
事
業
は
、
大
き
く
「
守
り

の
事
業
」
と
「
攻
め
の
事
業
」
に
大
別
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
の

が
、「
戦
略
・
計
画
の
策
定
」
と
「
人
材
の
確
保
・
育
成
」
で
あ
る
。

●

「
守
り
の
事
業
」
：
離
島
の
生
活
・
経
済
・
産
業
の
イ
ン
フ
ラ
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
①
医
療
・
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
（
施
設
・

人
材
）、
②
防
災
・
生
活
・
経
済
産
業
基
盤
維
持
の
た
め
の
土
木
・

建
設
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
（
土
木
建
設
業
・
人
材
）、
③
本
土
・
離
島
間
の

交
通
手
段
維
持
と
適
正
な
運
賃
維
持
が
不
可
欠
で
あ
る
。

●

「
攻
め
の
事
業
」
：
定
住
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て

望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
現
に
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ

っ
て
減
少
す
る
中
で
、
離
島
経
済
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

の
事
業
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
外
貨
を
稼
ぐ
」
た
め
、
①
地
場
産

業
の
振
興
（
水
産
業
・
農
業
・
加
工
業
な
ど
）、
②
物
産
振
興
（
水
産
品
・

農
産
品
・
加
工
品
な
ど
の
離
島
外
販
売
）、
③
観
光
振
興
（
離
島
外
観
光
客
な

ど
の
離
島
へ
の
誘
致
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

①
は
、
離
島
内
の
漁
協
・
農
協
な
ど
の
団
体
や
企
業
、
お
よ
び
離

島
外
か
ら
の
誘
致
企
業
な
ど
が
製
造
・
販
売
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ

る
。
原
材
料
に
頼
り
す
ぎ
ず
、
加
工
品
を
開
発
・
製
造
・
販
売
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

②
は
、
離
島
で
製
造
し
た
商
品
の
離
島
外
販
売
で
、
商
品
開
発
と

販
路
の
拡
大
が
勝
つ
た
め
の
戦
略
と
な
る
。

　

③
は
、
定
住
人
口
に
代
わ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
で
あ

り
、
近
隣
・
遠
方
を
問
わ
ず
、
観
光
協
会
や
体
験
観
光
実
施
団
体
が

旅
行
会
社
な
ど
と
連
携
し
、
離
島
に
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
観
光
客
も
、
離
島
な
ら
で
は
の
大
自
然
・
食
・
住
民
と

地
方
公
共
団
体
が

取
り
組
む
べ
き
事
業
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の
交
流
な
ど
魅
力
を
感
じ
て
離
島
を
訪
れ
る
。
最
近
で
は
、
国
内
観

光
客
の
み
な
ら
ず
、
観
光
立
国
を
標
榜
す
る
国
の
政
策
と
符
合
さ
せ

る
べ
く
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
滞
在
型
観
光
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん

で
い
る
離
島
も
あ
る
。

●

「
戦
略
・
計
画
の
策
定
」
：
離
島
の
地
域
経
営
は
、
他
地
域
に
も
増

し
て
、
各
離
島
の
資
源
・
特
徴
を
活
か
し
た
戦
略
・
計
画
を
住
民
と

と
も
に
策
定
し
、
地
方
公
共
団
体
・
住
民
・
企
業
・
団
体
の
協
働
に

よ
る
「
島
づ
く
り
」
を
実
行
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
離
島
に

は
自
然
・
食
・
歴
史
文
化
な
ど
の
資
源
が
豊
富
に
あ
る
一
方
、
人
口
・

資
金
な
ど
の
面
で
限
界
も
あ
り
、「
採
る
べ

き
戦
略
」
を
絞
り
込
み
、
計
画
化
し
て
着
実

に
実
行
す
る
こ
と
が
成
功
の
鍵
で
あ
る
。

●

「
人
材
の
確
保
・
育
成
」
：
離
島
に
と
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
材
の
確
保
・
育
成
は
最
重
要

課
題
で
あ
る
。
上
記
「
守
り
の
事
業
」「
攻
め

の
事
業
」
を
支
え
る
人
材
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、「
島
づ
く
り
」
を
遂
行
で
き
る
人
材
の

育
成
も
求
め
ら
れ
て
い
る
（
図
1
）。

　

弊
研
究
所
が
内
閣
府
や
他
の
地
方
シ
ン
ク

タ
ン
ク
と
一
緒
に
行
っ
た
調
査
で
は
「
地
域

再
生
に
成
功
し
た
地
域
は
、
リ
ー
ダ
ー
・
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
や
支
援
者
が
存
在
す
る
」
と
の

結
論
に
至
っ
た
が
、「
島
づ
く
り
人
材
」
を

地
方
公
共
団
体
・
住
民
が
協
力
し
て
育
て
て

い
か
な
い
と
、
島
の
将
来
は
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
人
材
の
育
成
方
法
に
つ
い

第 1ステップ 
（立案・準備段階） 

第 2ステップ 
（実証段階） 

第 3ステップ 
（発展段階） 

出典：ながさき地域政策研究所資料 

プロジェクトの実現によるまちづくり課題の解消と地域リーダーの育成 

【地域づくり版・戦略的人材マネジメント】の導入 

【具体化する手段の中核】 

イベントなどの 
時限的・集中的な 

取り組み 
（明確なゴールの提示） 

啓発・周知 更なる人材の 
育成ネットワーク化 

企画・準備 継続・発展 
（コミュニティビジネス等） 

核となる 
リーダーの育成 

プロジェクトの 
立案 
立ち上げ 

（重点課題に対応） 

地域づくりビジョンの達成とそれに必要なリーダー育成を一体的に考える概念 

プロジェクト型人材育成システム 
（プロジェクト型地域おこし人材〈地域活性市民プロデューサー〉育成システム）

具体的な地域活性化プロジェクトへの参加を通じ地域リーダーを
育成するとともに、同時に持続可能な体制を構築するシステム

地域づくりの 
ビジョン 
達成 

地域づくり版 
戦略的人材育成 
マネジメント 

地域リーダー 
の 
育成 

図 1　プロジェクト型人材育成システム
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て
も
弊
研
究
所
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
」（
座
学
で
は
な
く
、
実
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
町

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
し
な
が
ら
、
事
業
計
画
の
つ
く
り
方
、
住
民
の

巻
き
込
み
方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
）
が
最
短
の
道
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
一
般
的
な
説
明
を
し
て
き
た
が
、
私
が
活
動
を
展
開
し

て
い
る
長
崎
県
を
事
例
と
し
て
、
離
島
振
興
を
考
え
て
み
た
い
。

　
平
成
二
四
年
四
月
一
日
現
在
、
長
崎
県
に
は
五
一
の
有
人
離
島
が

あ
り
、
面
積
合
計
一
五
五
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
県
全
体
の
約
三
八

パ
ー
セ
ン
ト
）、
人
口
合
計
一
三
・
七
万
人
（
同
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
、

大
き
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
県
政
に
と
っ
て
も
離
島
は
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
主
要
離
島
五
市
町
（
対
馬
市
・
壱
岐
市
・
五
島
市
・
新
上

五
島
町
・
小
値
賀
町
）
の
合
計
で
見
る
と
、
平
成
一
二
年
か
ら
二
二
年

の
一
〇
年
間
に
、
人
口
は
一
五
・
五
万
人
か
ら
一
二
・
九
万
人
に
減
少

し
、
経
済
指
標
を
見
て
も
、
一
人
当
た
り
所
得
額
（
平
成
一
〇
〜
二
一

年
度
）
二
五
〇
万
円
か
ら
一
八
九
万
円
（
上
記
五
市
町
を
除
く
長
崎
県
全

体
は
二
一
八
万
円
、
全
国
は
二
七
九
万
円
）、
建
設
業
総
生
産
額
（
平
成

一
〇
〜
二
一
年
度
）
は
七
七
六
億
円
か
ら
三
一
五
億
円
、観
光
客
数
（
平

成
一
二
〜
二
二
年
）
は
二
五
四
万
人
か
ら
一
九
一
万
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
経
済
指
標
の
減
少
度
合
い
に
は
島
に
よ
っ

て
跛は

行こ
う

性
が
あ
り
、
例
え
ば
、
壱
岐
市
は
製
造
品
出
荷
額
が
平
成
九

年
の
八
一
億
円
か
ら
平
成
二
二
年
の
七
四
億
円
と
落
ち
込
み
が
比
較

的
少
な
い
が
、
こ
れ
は
島
内
で
は
古
く
か
ら
「
焼
酎
製
造
」「
水
産
加

工
」
が
盛
ん
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
対
馬
市
の
観
光
客
数
は
、

平
成
七
年
の
四
五
万
人
か
ら
平
成
二
二
年
に
は
七
三
万
人
へ
と
約

六
二
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
韓
国
か
ら
の
観
光

客
が
増
加
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

　
長
崎
県
の
離
島
経
済
が
厳
し
い
要
因
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が

最
大
で
あ
る
が
、
本
土
・
離
島
間
の
交
通
費
（
運
賃
）
の
高
さ
、
離

島
で
の
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
さ
が
住
民
生
活
・

産
業
振
興
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。

　
長
崎
県
の
離
島
に
お
い
て
、
各
離
島
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
前
述

の
「
攻
め
の
事
業
」
す
な
わ
ち
、
地
場
産
業
の
振
興
、
物
産
振
興
、

観
光
振
興
に
地
方
公
共
団
体
・
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

①
小
値
賀
町
の
体
験
観
光
・
古
民
家
再
生
事
業

　
小
値
賀
町
は
、
五
島
列
島
の
北
端
部
、
佐
世
保
市
か
ら
航
路
距
離

で
約
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
人
口
約
三
〇
〇
〇
人
の
島
で

あ
る
。
平
成
の
大
合
併
時
に
も
、
近
隣
自
治
体
と
の
合
併
を
選
択
せ

離
島
の
再
生
と
活
性
化
へ
の
期
待
─
─
長
崎
県
の
事
例
を
参
考
に
し
て

長
崎
県
に
お
け
る

離
島
経
済
の
現
状

長
崎
県
に
お
け
る

離
島
振
興
の
事
例
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ず
、
島
の
特
徴
を
活
か
し
た
独
自
の
町

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
町
の
自

立
を
目
指
し
て
き
た
。
と
く
に
観
光
振

興
に
よ
る
町
づ
く
り
は
、
内
外
で
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
体

験
観
光
」
と
「
古
民
家
再
生
事
業
」
を

取
り
上
げ
た
い
。

●

「
体
験
観
光
」
：
平
成
一
九
年
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
お
ぢ
か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
会
（
小
値
賀
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
議
会
、
自
然
学
校
、
観
光
協
会
が
合
併
）

が
設
立
さ
れ
、
小
値
賀
本
島
と
対
岸
に

あ
る
野
崎
島（
無
人
島
）で
展
開
し
た「
自

然
体
験
活
動
ツ
ア
ー
」
や
民
泊
事
業
を

行
っ
て
き
た
。
役
場
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
住
民

が
協
力
し
た
「
も
て
な
し
」
で
、
島
ぐ

る
み
の
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
島
暮
ら
し
体
験
）
が
特
徴
で
、
野

崎
島
で
の
小
中
学
生
の
自
然
体
験
合
宿
、
農
家
・
漁
家
で
の
体
験
民

泊
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｐ
（People T

o People

／
学
生
の
国
際
親
善
大
使
派
遣
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
推
進
す
る
ア
メ
リ
カ
の
民
間
教
育
団
体
）
の
満
足
度
世
界
第

一
位
獲
得
、同
二
一
年
に
は
「
第
六
回
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
」

の
グ
ラ
ン
プ
リ（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
な
ど
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
き
た
。

●

「
古
民
家
再
生
事
業
」
：
平
成
二
二
年
、「
大
人
向
け
の
旅
」
を
演

出
す
る
た
め
、
島
に
残
る
江
戸
末
期
の
古
民
家
な
ど
を
再
生
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
「
藤
松
」
や
、
武
家
屋
敷
な
ど
を
改
築
し
た
宿
泊
施
設
を

整
備
し
、
都
会
客
に
好
評
を
博
し
て
い
る
。
古
民
家
改
修
に
当
た
っ

て
は
、「
京
町
家
ス
テ
イ
」
の
仕
掛
け
人
で
も
あ
る
東
洋
文
化
研
究

捕鯨・酒造りで富を築いた小値賀の名家・藤松家の築160年の屋敷
を改修した古民家レストラン「藤松」。（写真提供：小値賀町役場）

島の歴史を感じるモダンな藤松の店内と、地元の食材を使った創作
和風料理が好評。（写真提供：小値賀町役場）
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家
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
氏
の
協
力
を
得
て
い
る
。

●

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
観
光
客
は
平
成
一
九
年
の

一
万
一
四
四
六
人
か
ら
、
同
二
二
年
に
は
一
万
三
一
一
七
人
へ
と
増

加
、
観
光
収
入
も
同
期
間
に
、
約
六
三
〇
〇
万
円
か
ら
約

一
億
一
〇
〇
〇
万
円
へ
と
増
加
し
た
（
平
成
二
三
年
は
東
日
本
大
震
災
の

影
響
を
受
け
一
時
的
に
減
少
）。
現
在
も
増

加
を
続
け
て
い
る
（
図
2
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
比
較
的
順
調
に
観
光

振
興
を
進
め
て
き
た
小
値
賀
町
で
あ
る

が
、
冬
期
は
観
光
客
が
伸
び
悩
む
離
島

特
有
の
特
徴
が
あ
り
、
今
後
は
土
産
物

を
中
心
と
す
る
水
産
加
工
品
・
落
花
生

加
工
品
な
ど
の
商
品
開
発
が
望
ま
れ
る
。

②
五
島
市
の
「
つ
ば
き
振
興
計
画
」

　

五
島
市
は
、
平
成
二
一
年
四
月
、「
五

島
市
つ
ば
き
振
興
計
画
」（
五
ヶ
年
計
画
）

を
制
定
、「
椿
の
植
栽
の
推
進
」「
観
光

へ
の
活
用
」「
加
工
品
の
開
発
促
進
」
を

三
本
柱
と
す
る
基
本
計
画
を
策
定
し
、

五
島
市
の
特
徴
で
あ
る
椿
に
よ
る
地
域

振
興
（
地
場
産
業
・
物
産
・
観
光
）
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
五
島
市
に
は
昔
か
ら
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
群
生
が
見
ら

れ
、
戦
前
に
は
島
内
に
製
油
工
場
が
多
く
存
在
し
、
濃
紅
地
に
白
覆

輪
が
美
し
い
新
種
の
「
玉
之
浦
椿
」
が
発
見
さ
れ
、
世
界
の
名
花
と

称
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
間
に
椿
が
根
づ
い
て
い
る
。

「
植
栽
の
推
進
」
で
は
、
耕
作
放
棄
地
へ
の
椿
植
栽
推
進
な
ど
、「
観

光
へ
の
活
用
」
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
候
補
に
選
定
さ
れ
た
教
会
群

に
も
椿
が
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、観
光
コ
ー
ス
充
実
・

体
験
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
を
行
い
、

「
加
工
品
の
開
発
促
進
」
で
は
、

食
用
油
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
な
ど
を
計
画
し
、
実
行
し
て

き
た
。

　

ま
た
、五
島
市
・
新
上
五
島
町
・

長
崎
県
に
よ
る
地
域
活
性
化
総
合

特
区
「
椿
に
よ
る
五
島
列
島
活
性

化
特
区
」
が
、「
椿
を
活
用
し
た

地
域
密
着
型
の
六
次
産
業
化
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
構
築
」
を
目
標
と
し

て
い
る
。
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し

て
は
、
五
年
後
の
経
済
効
果
約

二
八
億
円
、
五
年
後
の
新
た
な
雇

用
一
八
〇
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

離
島
の
再
生
と
活
性
化
へ
の
期
待
─
─
長
崎
県
の
事
例
を
参
考
に
し
て

14,000 35,000

34,000

33,000

32,000

31,000

30,000

29,000

28,000

27,000

26,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

10,845
11,446

12,482 12,315
11,668

宿泊客数実数（人） 観光消費額（万円）

32,694
33,00833,193

29,06928,955

34,525

13,117

図 2　小値賀町の観光収入と宿泊客数の推移
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そ
の
後
、
大
手
化
粧
品
会
社
・
資
生
堂
は
、
平
成
二
三
年
六
月
、

主
力
の
ヘ
ア
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド
「T

SU
B

A
K

I

」
に
五
島
市
産
の
ツ
バ

キ
油
を
配
合
し
た
新
製
品
の
販
売
を
開
始
し
、
同
市
の
ツ
バ
キ
油
が

全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
功
事
例
か
ら
、
離
島
が
事
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

現
し
、
経
済
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、
①
離
島
に
あ
る
地
域
資
源
の

活
用
か
ら
の
発
想
、
②
社
会
・
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
地
域
経

営
戦
略
と
計
画
づ
く
り
、
③
戦
略
・
計
画
策
定
段
階
か
ら
の
住
民
の

参
画
、
④
計
画
を
実
行
す
る
た
め
の
行
政
・
住
民
・
企
業
・
団
体
な

ど
の
協
力
体
制
構
築
、
⑤
実
行
を
担
う
人
材
、
と
く
に
リ
ー
ダ
ー
・

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
支
援
者
の
確
保
・
育
成
、
⑥
事
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
定
期
的
な
検
証
と
改
善
、
が
必
要
で
あ
る
。

①
離
島
活
性
化
交
付
金
、
離
島
特
別
区
域
制
度
の
円
滑
な
実
施

　

改
正
離
島
振
興
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
主
要
な
項
目
、
と
く
に
離
島

活
性
化
交
付
金
、
離
島
特
別
区
域
制
度
の
円
滑
な
早
期
実
施
を
お
願

い
し
た
い
。

②
離
島
振
興
計
画
の
策
定
・
実
施
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
・

支
援
制
度

　

離
島
自
治
体
が
住
民
意
見
を
反
映
さ
せ
た
離
島
振
興
計
画
を
策
定

し
、
実
施
す
る
際
に
、
経
験
豊
富
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
団
体
・
個
人
）、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
に
支
援
を
求
め
る
場
合
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
た
い
。

③
離
島
運
賃
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
引
き
下
げ
に
向
け

た
支
援

　

前
述
の
通
り
、
離
島
航
路
の
運
航
会
社
、
燃
油
供
給
企
業
の
経
営

図 3　五島列島活性化特区の概要
事
業
を

実
現
す
る
た
め
の
方
策

国
へ
の
要
望

出典：五島市HPより
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努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
離
島
・
本
土
間
の
旅
客
運
賃
・
貨
物
運
賃

は
本
土
比
大
幅
に
高
い
水
準
に
あ
り
、
離
島
振
興
の
足
か
せ
と
な
っ

て
い
る
。
旅
客
運
賃
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
並
み
運
賃
ま
で
の
支
援
、
貨

物
運
賃
に
つ
い
て
は
出
荷
コ
ス
ト
の
利
用
団
体
・
企
業
へ
の
直
接
支

援
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
つ
い
て
は
揮
発
油
税
特
例
分
の
減
免
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

　

改
正
離
島
振
興
法
の
施
行
に
伴
い
、
離
島
自
治
体
が
、
離
島
振
興

計
画
・
離
島
活
性
化
交
付
金
・
離
島
特
別
区
域
制
度
な
ど
を
積
極
的

に
活
用
し
、
経
済
・
産
業
の
振
興
、
住
民
生
活
の
安
定
を
目
指
し
て

「
政
策
企
画
力
」
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

離
島
振
興
計
画
は
、
各
離
島
の
経
営
戦
略
（
政
策
の
優
先
順
位
付
け
、

選
択
と
集
中
）
を
明
確
に
し
、人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
ん
で
も
経
済
・

産
業
・
雇
用
・
生
活
な
ど
が
安
定
的
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
知
恵

を
絞
る
こ
と
に
な
る
。

　

離
島
活
性
化
交
付
金
は
、
離
島
振
興
計
画
を
具
体
化
す
る
た
め
の

定
住
促
進
・
交
流
促
進
・
安
全
安
心
向
上
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
に
必
要
な
資
金
を
得
る
有
効
な
手
段
と
な
る
。

　

離
島
特
別
区
域
制
度
は
、
制
度
の
詳
細
は
今
後
決
ま
る
が
、
従
来

の
離
島
特
区
構
想
の
事
例
を
見
る
と
、
教
育
、
短
期
滞
在
査
証
、
農

業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
）
な
ど
に
係
る
規
制
緩
和
を
進
め
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
政
策
企
画
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
自
治
体
職

員
の
地
域
に
対
す
る
想
い
を
具
体
化
す
る
た
め
の
意
識
改
革
・
発
想

と
論
理
構
成
力
の
養
成
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
修
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
も
一
層
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

■

離
島
の
再
生
と
活
性
化
へ
の
期
待
─
─
長
崎
県
の
事
例
を
参
考
に
し
て
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